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ー 演習まとめ：IR担当者としてのNext Step ー
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データ演習はいかがでしたでしょうか？ 2

⚫ この演習で大切なこと

正解できたこと、Excelやツールが使えたこと、

では、ありません‼

出欠データのカウントはできましたか？難しかった？

理解いただきたかったこと、とは？

⚫ IR担当者として、ローデータに触れることの大切さ

⚫ 分析では、定番・常識に囚われず、さまざまな切り口を試みて、
データの特質を捉えること

⚫ そのためには、データ分析に適したデータの持ち方や、データマ
ネジメント（前処理、加工等）の知見が必要になること

Excelによる分析例から、演習のポイントを確認しましょう



IR担当者に必要なスキルとは… 3

⚫ 生成系AI…IR担当者として結果を検証できるデータ分析の力量は
必要では？

⚫ ある問題に正解しても、次の質問も正解できるかは、聞き方次第。
聞き方、すなわち、どのように分析用のデータを作成（前処理、
加工、蓄積、再利用等）するのかという知識はIR担当者として必
要では？

データ分析経験のある人は、汎用性の高い分析用データを作
り、そのデータに様々な問いを投げかける分析を行っている。
（探索的データ分析：EDA）

生成系AIの分析例を きっかけ にIR担当者のスキルを考える



演習のポイント① EDAから良質なRQを導く 4

① 何となく分析（ex.データの相関だけ）していませんか？

⚫ Pivot（Excel）、BIツール（power BI、Tableau…）等では、簡単に分
析らしいことができる。クロス集計、相関分析…。

⚫ しかし「Data-based decision making」というように、IRの問い（分
析テーマ、RQ）は、“データに基づくもの”。つまり、様々な切り口でデー
タ分析してこそ、本当に調査すべき問いを見出すことができる。

⚫ データ内容を深く理解せず、BIツールにデータを投入し「何となく」相関
を確認するだけでは、データに基づく分析になっていないかも知れない。

⚫ 「決めつけ」で分析せず、様々な切り口を探して、データ分析してみよう。
⚫ このデータを理解する作業（探索的データ分析）があってこそ、データに
基づく分析といえ、その結果、良いRQ（分析テーマ）に繋がる。

データ演習のポイント①



演習のポイント② EDA（探索的データ分析）を行う理由 5

② 例えば、出欠データを “探索的にデータ分析” する

⚫ 分析の定番は、グルーピング（○○ごとの△△）して比較。

⚫ この他に、グルーピングできないか（データの特質を探る）。

➢ 学科ごと✕欠席率 、学科ごと✕性別ごと✕欠席率

➢ 欠席率と成績との相関 … BIツール等で簡易にできる

➢ 3回以上連続欠席の有無✕成績✕性別 ← 今回課題

➢ 5回目までに2回以上欠席の有無✕成績

➢ 7回目までの欠席回数より8回目以降の欠席回数が多い学生×成績

➢ 成績80点以上と60点未満の学生×欠席回数の分布 …

データ演習のポイント②

どこに、どのような、特徴があるのか分からないデータも多いので、さまざま
な角度からデータを確認する（EDA:探索的データ分析）。



Excelによる分析例 ： EDAのためのデータマネジメント 6

⚫ 問１「３回以上連続欠席」の人数/平均点/性別ごと

⚫ 問２「連続欠席が複数回」の人数/平均点/性別ごと

① TEXTJOIN（値の連結） １・１・１→１１１

② COUNTIF 欠席=0と置換し、*000* をカウント

③ 人数…COUNT系

④ 平均…AVERAGE系

① ワイド型を、ロング型に、データ型の変換（Pivot解除）

② TEXTJOIN 学生ID＋出欠記号でユニーク値を作成

③ RLE（Run Length Encoding）：連続する同一の値を列の長さの
値に変換（置換）

④ IF系：連続する同一値をカウントし最大値を表示

⑤ Pivot：欠席データを対象、連続回数1及び空白は除外、総計が２以
上をカウント



演習のポイント③ データマネジメント（前処理の一例） 7

ワイド型データ

• １行に複数の観測値をもつデータ

• “目視”では、直感的に理解しやすい

• 1件1行の横に広い形式

ロング型データ

• １行に１つのみ観測値をもつデータ

• データ分析で扱いやすい

• 1件複数行の縦長の形式

受験番号 性別 国語 外国語 数学 世界史日本史 合計

1001 女性 75 82 58 215

1002 男性 68 62 86 216

1003 男性 82 78 71 231

1004 女性 85 87 78 250

受験番号 性別 科目 点数

1001 女性 国語 75

1001 女性 外国語 82

1001 女性 日本史 58

1002 男性 国語 68

1002 男性 外国語 62

1002 男性 数学 86

1003 男性 国語 82

1003 男性 外国語 78

1003 男性 世界史 71

… … … …

データ演習のポイント③

適切に分析するには、データマネジメント、前処理（空白処理、
データ変形・結合等の加工等）のスキルが必要になる。



Excelによる分析例（Excelで説明します） 8

TEXTJOIN Run Length Encoding



演習のポイント④ Excel分析の問題点：データの再現性 9

⚫ 途中でデータ内容に変更があった場合（出欠データに修正があった、
１名減った等）、最初からやり直し。

⚫ 同じような（科目だけ異なる等）依頼があっても、再現する場合には、
最初から組み直し。

① 繰り返し行うことが難しい

② 分析手順を残しておくことが難しい

⚫ 作成者が休暇中の代替や、人事異動による引継ぎで、間違いなく実行す
るには、かなり困難を伴う。

今回のデータ演習のポイント④

⚫ 今回の演習は１科目。実践では、10～100科目と膨大になる。データを
「再現」できることが、効率よく（楽して）IRを行う近道。

⚫ 将来的には、データマネジメント（R等）のスキルも。



お話ししたこと：IR担当者としてのNext Step 10

② 定番・常識に囚われない 様々な分析（探索的データ分析：EDA）

⚫ どこに、どのような、特徴があるのか分からないデータも多い。

⚫ データの特質を理解して分析することが ”データに基づく分析”。

⚫ 何となくデータを使っただけの分析は、データに基づく分析ではない場合も。

④ データの再現性を確保する

⚫ 学科だけ異なる同じレポートの作成、楽して大量のデータ処理をするスキルは？

⚫ Excelだけではなく、再現性あるツール（R等）の活用

① ローデータに触れる！

⚫ データの内容、中身、性質、性格を理解する。IR担当者として重要なこと。

③ データマネジメント

⚫ データ前処理（加工、データ変形・結合等）のスキルをもつ。

⚫ ワイド型をロング型に変形する（分析できるように変形する）。
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